
学校経営方針
○「授業中こそ子供と向き合う時間」

誰にでも分かる授業をして、子供たち一人一人の学力を伸ばします。

○「徹底的にかまう」
子供たちとの関わりの中で、よりよく生きるための基礎となる道徳性を養います。

○「信頼がすべての基盤」
子供・保護者・地域との信頼関係を基盤とした教育活動を展開します。

目指す学校像

○「児童や保護者が『大麻生小でよかった』と思える学校」
・児童が学びを楽しみ、学力が向上する学校

・児童の笑顔があふれる学校

・２１世紀の社会に通用する子供を育成する学校

・保護者や地域住民の期待に応えられる学校

知・徳 ・体のバランスのとれた学力を身に付け、２１世紀を豊かに生きる児童の育成

進んで学び、よく考える子

・自ら学ぼうとする姿勢を持ち、思考力・判断力・
表現力を伸ばす児童

思いやりがあり、友達と仲良くできる子

・思いやりの心を高め、友達を大切にできる児童
・あいさつと返事がしっかりできる児童

最後までやり抜く、たくましい子

・体を鍛え、困難なことにもねばり強くたくましく
立ち向かえる児童・自分の身を自分で守れる児童

【進んで学びよく考える子のために】
◎主体的・対話的で深い学びの視点に立った
授業を実践していきます。

○大麻生小スタンダードにより、学習・生活
規律の徹底を図ります。 (児童評価９０%以上)

○教育指導計画を着実に実施します。
（教材研究の充実による授業改善 年３回）

（学校行事、学年行事の見直し ２ヶ月毎）

○ ICT の活用を含めた学校研究を推進します。
（授業でのタブレット活用週３日以上）

○学力向上大麻生スタイルの学校研究を一層充
実させ、教員の授業力向上を図ります。
（確かめテストの実施→評価→取組 年２回の実施）

【思いやりがあり、友達と仲良くできる子のために】
◎児童の道徳的実践力を育成します。

○児童の実生活における道徳の「見える化」を
記録・評価していきます。
（善行賞表彰 年間延べ１００人以上）

○いじめ・差別をしない、許さない児童を育成し
ます。
（生徒指導・人権・特別支援教育）（児童評価９０％以上）

○「４つの実践と３減運動」による生活改善と
「スマホ使い方宣言」の徹底を図ります。
（ネットトラブルについての啓発授業実施）

【最後までやり抜くたくましい子のために】
◎柔軟性、走力を向上させます。
（県平均超種目９０％以上）

○体力課題を確認し、その改善を図る体育授業を実
践します。
（第１回新体力テスト → 評価 → 取組 →

第２回新体力テスト）
○交通事故、不審者事故防止の指導を徹底します。

（年間事故ゼロ）

○避難訓練により「自助」「共助」の力を身に付け
させます。 （ショート訓練を含め 年６回実施）

◎是々非々で「すずめの学校」と「めだかの学校」とのバランスを大切にする。
１ 誰にもわかる授業をし、確かな学力をつけます。（「わかった」「できた」「ほめられた」の体験）
２ 徹底してかまってあげます。（児童全員が「自分は先生にかわいがられている」と思うように）
３ いざという時、全員で動きます。 （「大麻生小学校」という組織への信頼を高める）
４ 一秒でも早くプロの手へ渡します。（関係機関と連携する）

【学校研究課題】 自分の思いや考えを豊かに表現し、実践できる麻っ子の育成

１ コミュニティ・スクールを推進します。

・学校運営協議会の充実

２ 積極的に情報発信をします。

・ホームページの更新回数２００回以上

・学校公開の機会１０回以上 等

３ 中学校との連携に努めます。

・６年生の部活体験 等

４ 地域とともに子供たちを育みます。

・登下校の見守り活動

・稲作体験活動

・昔遊び体験 等

徳知 体

＜生きる力の土台＞「熊谷の子どもたちは、これができます！『４つの実践』と『３減運動』」の推進

「新熊谷プロジェクト～教科横断的でオーセンティックな授業」の推進～
○総合的な学習の時間を中核として汎用的能力を育成する

【学研究の土台】 英語ラウンドシステムの考え方 学習内容の明確化
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